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１．はじめに

本研究は，「ダンスの芸術表現を用いたコミュニケーション能力の育成に資する取組の推進」

（科学研究費助成事業，基盤研究C，平成24年度〜27年度，課題番号2450070）として取り組んだ

実践研究の一つである．

「ダンスの芸術表現を用いたコミュニケーション能力の育成に資する取組の推進」の目的は，

日本の舞踊教育に根強く存在する問題が研究動機の発端となっているが，研究着手（平成24年

度）のきっかけは，芸術家等の雇用促進を図る文部科学省の「児童生徒のコミュニケーション

能力の育成に資する芸術表現体験」（以下，「コミュニケーション能力向上事業」という．）とそ

の特色―演劇やダンスに特化した事業であること，芸術家等と教員が連携して国語，体育，総

合的な学習の時間などの教科や活動に芸術表現体験活動を効果的に結びつけたワークショップ

型の授業を実施すること―である(1)．そこで，この文部科学省の取組を，体育・保健体育に位

置づけて推進することを通して，結果として，今般の学校現場における「創作ダンス」（小学校

の「表現あそび」と「表現」を含む）離れに歯止めをかけたいと考えた．これが研究の動機・

目的である．併せて期待したのは，アーティスト（振付家・ダンサー）を学校へ派遣し，その

振付家・ダンサーと教員が連携してワークショップ型の授業（創作ダンス）を実施することで，

コンテンポラリー・ダンスや振付家・ダンサーが子どもたちの日常（身近な存在）になること

である．

そこで，この研究の目的を達成するために�つの課題を設定・解決した．第�の課題は，学

校（又は教員）と芸術家等とをつなぐことができるコーディネーターの育成である．第�の課

題は，学校へ派遣された芸術家等と連携・協働することができる―芸術家等と対等に交渉する

力量や，外部講師の実技指導等を指導計画に位置づけることができる授業力をもつ―教員の育
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成である．そして，第�の課題が，コミュニケーション能力の向上を目的としたダンス教材（以

下，「芸術表現教材」という．）の開発である．本論では，この内の第�の課題の解決について

報告・考察する．

なお，�つの課題を解決するために，平成24年度から平成27度までの�年間に，県外15校を

含む119校（のべ数）において，体育・保健体育の授業に，芸術表現体験活動を効果的に結びつ

けたワークショップ型の授業（創作ダンス）を実施した．内訳は，小学校71校，中学校34校，

小・中学校�校，高校�校，特別支援学校�校である（数字は「のべ数」）．県外の実践校は，

福島県，東京都，埼玉県，岐阜県の�都�県である．また，県内外で多数の実践を行うことが

できたのは，国（文部科学省・文化庁）から委託を受けたNPO法人等が，学校における文化芸術

のニーズを把握して，芸術家を派遣する取組「コミュニケーション能力向上事業」（コーディネー

ター実施方式）(2)と，「芸術家の派遣事業」（特定非営利活動法人等実施分(3)のそれぞれの委託

NPO法人に，舞踊学研究室が立ち上げたNPO法人MIYAZAKI C-DANCE CENTER（代表理事：

野邊壮平，以下「NPO法人MCDC」という．）が採択されたことによる．応募に際し，NPO法人

MCDCがコーディネートする組織―「運営」はNPO法人MCDCが行い，宮崎県教育委員会が「監

督」する．また，教科教育の大学教員で構成するプロジェクト総括評価委員会（教育文化学部

附属教育協働開発センター）が「評価」を行い，教育フォーラムにおいて外部評価を受ける―

を構築した．

２．コミュニケーション能力等の捉え方

本論では，「コミュニケーション能力」「ワークショップ型の授業」「芸術家等」については，

文部科学省のコミュニケーション教育推進会議審議経過報告「子どもたちのコミュニケーショ

ン能力を育むために〜『話し合う・創る・表現する』ワークショップへの取組から」(1)の捉え方

に準拠する．

先ず，「コミュニケーション能力」の捉え方については，「『コミュニケーション能力』の捉え

方については様々あると考えられ，一様に定義できるものではないが，コミュニケーション教

育推進会議（教育WG）では，子どもたちをめぐる現状や課題，そして新しい学習指導要領の考

え方などを踏まえ，コミュニケーション能力を，いろいろな価値観や背景をもつ人々による集

団において，相互理解を深め，共感しながら，人間関係やチームワークを形成し，正解のない

課題や経験したことのない問題ついて，対話（情報や価値観を共有していない相手との言葉に

よる交流）をして情報を共有し，自ら深く考え，相互に考えを伝え，深め合いつつ，合意形成・

課題解決する能力と捉え，多文化共生時代の21世紀において，このコミュニケーション能力を

育むことが極めて重要だと考える.」とした．

また，「ワークショップ型の授業」の捉え方としては，「参加・体験する中で学習する指導方

法」であり，「グループ単位で協働して，正解のない課題を創造的・創作的に取り組む活動を中

心とするワークショップの手法を取り入れた授業」とした．「芸術家等」の捉え方としては，特

有の技能「グループ活動において，他者認識や自己認識を助け，コミュニケーションを促進さ

せたり（ファシリテーターの専門家），非言語コミュニケーションや即興的に対応したり（クリ

エーターの専門家）することにたけている」をもつ，「ワークショップの理論や手法を備えてい

る（省略）表現活動の専門家」であるとした．
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３．芸術表現教材（仮称）の開発

第�の課題―芸術表現教材の開発―を解決するために，高橋と豊福，野邊（壮）のそれぞれ

の専門性（舞踊教育，情報教育，美術科教育）を活かし共同した．そして，情報機器やアート

を効果的に活用した，子どもたちの言語活動をより充実させるダンス教材を開発した．また，

石本が，開発した芸術表現教材を活用した体育の授業実践を行い，その効果を実証した．野邊

（麻）の授業実践は，平成27年度宮崎大学教育文化学部附属小学校公開研究会にて行う（平成28

年�月�日）．

１．ダンス教材「気がつきゃほら！ダンス」シリーズ

高橋とんまつーポス（振付家・ダンサー），そして現職教員の野邊（麻）らは，これまでも，

実践研究を通して，種々のダンス教材を共同で開発し，「気がつきゃほら！ダンス」シリーズ(4)

として，学校現場に提供してきた．

この「気がつきゃほら！ダンス」シリーズは，次代を生きる子どもたちが，時代の変化に対

応できるよう，ダイナミックなコミュニケーション（他者と協調する力），模倣する力（観察力），

想像力，表現する力，創造的・創作的に取り組む力（の内の一つ，あるいは複数）の育成を図

ることを目的とした多様な教材で構成されている．また，「気がつきゃほら！ダンス」シリーズ

は，シリーズ名の通り，限られた時間（授業時間や単元）の中で，いろいろな価値観や背景を

もつ子どもたちが，表現（者）を楽しむことができるような仕掛けや，振付家・ダンサーと直

接に関わることができない子どもたちと教員が，容易に，表現の世界を拓くことができるよう

な仕掛けをもつ教材（後述）で構成されている．

さらに「気がつきゃほら！ダンス」シリーズは，子どもたちが，a．言語に例えると単語にあ

たる意味・機能をもつ「動きの単語」を体験する教材，b．動きの単語が結ばれて，あるまとまっ

た表現性をもつ動きのくぎり「動きの語句」（フレーズ）を体験する教材，c．動きがいくつか集

まってまとまり，意味内容をあらわすよう構造化されたひとくぎり「動きの文章」（センテンス）

を体験する教材，そして，d．内容をそなえ，感情をそなえ，動きとイメージの一致した表現形

式としてまとまりをつくる，作者の傾向や特徴をそなえた「作品」の上演を体験する教材等で

構成されている(5)．図�は，平成24年度〜27年度までの�年間に開発した「気がつきゃほら！

ダンス」シリーズの教材を分類し，それらの教材が育成しようとする能力との関係性を示した

ものである．
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①ン・パカマーチ

②めいれいどおりすすめ！

③ぎおんダンス

④あなたについて行く

⑤るるる

⑥どこ切る兄弟（どこ切る姉妹）

⑦わっしょい土星

⑧Get on your Dancing Shoes?

⑨集団好動

⑩ひとり変化球

⑪Goal Goal アリガトウ

⑫めいれいどおりすすめ！・忍者 ver

⑬大事なのはちょっとダンサー気分

⑭トイ　トイ　トイ

⑮いろはす

⑯Junior High School モブ

⑰しんぶんしん

⑱イ・ス・ワ・ル

⑲宮崎市制 90 周年ダンス

⑳んまつーポスダンスフラッシュモブ

㉑だだだだ・だ

㉒バナナの歌

㉓走れウマダうまじろう 2014

㉔メーメーメーがやって来た 2015

㉕ピカソをあそぼう

㉖箱根・彫刻の森美術館 CM

㉗イスとみんなのオブジェ

㉘キュッパの体育館

図１ 「気がつきゃほら！ダンス」シリーズの教材と育成しようとする能力との関係性
（作図：高橋 豊福 野邊（麻）2016）

写真１：「イスとみんなのオブジェ」（平岩小中） 写真２：「だだだだ・だ」（いわき市立湯本第三小）
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２．ダンス教材〜気がつきゃほら，ダンス！シリーズ〜に仕組まれた仕掛け

教員（大学，小・中学校）とんまつーポスが共同で開発した「気がつきゃほら！ダンス」シ

リーズの特徴は，教員と子どもの「表現・創作ダンスはこういうもの」という思い込みの脱学

習を図る「仕掛け」が随所に仕組まれていることである．例えば，

◯ ひとりで考えて動く・表現する活動と，グループ（�人組を含む）単位で話し合いなが

ら動く・表現する活動とを組み合わせる

◯ 子どもたちが，ひとりで考えたり，グループ話し合ったりする内容は，活動のメインの

部分ではない，周辺的・付属的な部分（例えば，順番，踊る場所，服装等）である

◯ 考えたり，話し合ったりする内容が，あいまいではなく，絞り込まれている

◯ 考えたり，話し合ったりするための時間は，短い（長くても�分以内）．ただし，複数の

シーンで考えさせたり話し合わせたりする

◯ ひとりで考えたり，話し合いに参加したりし易いように，ひとりひとりに簡単なエピソー

ドを用意させる．例えば，活動の導入部分で校内探索して「もの・こと」を見つけさせ

たり（教材⑯⑳），新聞に掲載されているスポーツシーンやスポーツ選手等の写真の切り

抜きを意図をもって集めさせたり（教材㉘）する

◯ 「自由」を無限とせずに制限する．個人やグループ単位で見つけたり，選んだりする動

きや表現，空間等を制限した．例えば，Aの枠内での多様は許すが，AをBやCに変化さ

せることは制限する

◯ 自分が出した動きに対し，最後まで責任をもたせる（教材⑯⑳）

◯ いわゆる「そのものになりきって」は禁句とし，言われて見れば，あるいは説明を聞い

たらなぜか，◯◯のように見えてくる不思議」を，互いに楽しませる

◯ モチベーションが高まるような意外性や，子どもたちの予想（正解）を裏切るような展

開がある（教材⑬⑮㉖）

◯ 教材それ自体に演出が仕組まれている

◯ ものを見立てずに，例えば，新聞紙やイス，テッシュペーパー等は，新聞紙，イス，テッ

シュペーパーとして使う（教材⑧⑮⑰⑱㉗㉘）

等の仕掛けが仕組まれている（教材の番号は図１を参照）

３．芸術表現教材の開発

芸術表現教材を開発するという課題を解決するために，情報機器やアートを活用し，言語活

動をより充実させるダンス教材を開発した（図�を参照）．以下に，具体的に述べる．

◯ 芸術表現教材「⑳んまつーポスダンスフラッシュモブ」は，ダンス教材「⑪ Goal Goalア

リガトウ」の言語活動（グループ単位で話し合いをして，題材・イメージを決める）に，

互いの表現を批評する�人組の活動を加えて，言語活動をより充実させた．また，その

手立ては，反転授業（動画は宮崎県立芸術劇場開館20周年記念モブ(6)）とした．

◯ 芸術表現教材「⑯Junior High Schoolモブ」は，ダンス教材「③ぎおんダンス」の言語活動

（グループ単位で話し合いをして，メンバーのそれぞれが見つけた動きから一つを選ぶ）

に，クラス全員で話し合って決める活動（ここでは，創作したダンスフラッシュモブを

仕掛けてみたい場所を話し合う）を加えて，言語活動をより充実させた．同じく，反転

授業（動画はF/Tモブ，東京芸術劇場(7)）を手立てとした．

25



◯ 芸術表現教材「㉑だだだだ・だ」は，ダンス教材「③ぎおんダンス」の言語活動（前述）

に，グループ間での話し合いを通して互いのグループが踊る場所（例えば，校門の前，

職員室等）を調整して決める活動を加えて，言語活動をより充実させた．課題として，

情報機器を活用した映像作品をクラスで作成する活動を設定した．

◯ 芸術表現教材「㉘キュッパの体育館」は，前述の芸術表現教材「⑳んまつーポスダンス

フラッシュモブ」の言語活動を発展させ，事前に予告して，話し合いに参加するための

素材を集めさせたり，クラス全員で批評し合う活動を加えて，言語活動のさらなる充実

を図った．素材として，展覧会「キュッパのびじゅつかん−みつめて，あつめて，しら

べて，ならべて−」（東京都美術館）と絵本「キュッパのはくぶつかん」を用いた(8)．

平成24年度から27年度の�年間に開発した「気がつきゃほら！ダンス」シリーズの教材は，

大きく分けて�つに分類することができる（KJ法）．その中でも特に話し合う活動を効果的に

仕組んだ教材がD群とE群である．また，E群の教材は，D群のそれと比べると，言語活動がより

充実するように，情報機器やアートを活用した教材（前述）となっている．その点で，これま

での「気がつきゃほら！ダンス」シリーズの教材と差別化を図っている．

ただし，B群，C群の教材は，「からだが語りかけてくる」や「からだは感情をかくしもってい

る」(5)等に気づくことができる体験を拓くための教材である．これらの教材は，非言語コミュ

ニケーションを育成するという意味で必要不可欠である．なぜならば，子どもたちが，様々な

表現手法を用いて，相互の伝達を図ろうとする意欲を高めることができるからである．

リズムを介したダイナミックなコミュニケーションを体験するA群の教材とともに，B群，C

群の教材は，対話や話し合い等，ことばによる表現活動を越えた「からだで語り合う世界」(5)が

出現していることを，子どもたちに感受させることができる．これが，中央教育審議会答申（平

成20年�月17日）の教育内容に関する改善事項（1）言語活動の充実において，「対話やディス

カッション，身体表現等を活動に取り入れつつ正解のない課題に取り組むこと」と明記される

所以である(9)．

４．芸術表現教材の指導案例

野邊（麻）が公開研究会（前出）において実施する，芸術表現教材を活用した授業の指導案

を以下に示す．

この指導案を作成するにあたり，石本が日向市立平岩小中学校の第�学年を対象に取り組ん

だ「キュッパの体育館」を先行実践とし（後述），野邊（麻）が中心となり，高橋と豊福，野邊
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図� 言語活動の充実(9)の観点からのダンス教材及び芸術表現教材の分類図（作図：豊福 2016）
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（壮）が加わりフォローアップを行った．
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５．授業後の感想文（自由記述）

野邊（麻）の先行実践として，石本が，日向市立平岩小中学校の第�学年を対象に体育科の

授業（単元名：�年生にもなって「模倣」）に取り組んだ．子どもたちの事後感想文を以下に示

す．抜き出した観点は，情報機器やアートの活用と言語活動である．実施日は平成27年11月20

日（金），授業者は石本，実施形態は文化庁「芸術家の派遣事業」（学校公募型），派遣芸術家は

豊福（んまつーポス），授業アドバイザーは高橋とした．なお，授業時間は45分である．

◯ 光がまぶしくて光だけ見えて全然恥ずかしくなかった．声だけが聞こえただけだったの

で恥ずかしくなかった．

◯ 学んだことは，起き方次第で気持ちが現れることや，人は人が見えないと恥ずかしくな

いということです．

◯ 表現は表現でも，いろいろな表現があるんだなと思いました．

◯ 自分たちで作った新聞紙の残りで表現してびっくりしました．

◯ 学んだことは，ただ踊るだけじゃないということです．

◯ 遊んでみたり，今はしないことでアートをつくったりするのも表現になるんだなと思い

した

◯ 一人だけだとダンスしてもあまり楽しくないけど，みんながいれば楽しく盛り上がった

からです．

◯ 息があって踊れるようになったのでうれしかったです．

授業者（石本）のふりかえりを以下に示す．

本教材は，これまで児童が抱いていたダンスのイメージを一転させた．「これもダンス!?」

と驚く声も聞かれ，特にダンスに苦手意識を抱く児童にとっては，写真のポーズ（新聞の切

り抜き）の真似をすることで抵抗がなくなり，普段消極的な児童が率先して話しかけたり動

いたりしていたことも新たな発見であった．また，授業の後半では，プロジェクターの光が

創り出す空間に，自らの身体をどのように置けばよいか，友達とどのような関係性を演出し

ようかなど，ノンバーバルなコミュニケーションを通してことばを越えた体験ができたこと

も大変意義ある活動であった．

派遣芸術家（豊福）のふりかえりを以下に示す．

アーティストとして関わったのだが，反転授業（新聞の切り抜きを通して自宅で予習する

仕掛け）の効果を検証することができた．

これまで学校の授業で教えてきた基礎的な内容を家で学び，家で取り組んできた応用課題

を学校で学ぶ「反転授業（flipped classroom）」が，ICT技術の進展でさらに可能になった．

情報学の専門家は，「近代の学校の基本である一斉授業のスタイルをICTを用いて変えるも

のだ．10年後の教室では本命になり得る」(10)と述べ，「自宅で予習する教材をどう充実させ

るか」という課題を示している．10年後にダンス学習も反転授業が本命になることを想定し，

子どもたちがネット上のダンス動画を通して自宅で予習できるダンス教材（教材⑯⑳を開発

した．

この「自宅で予習する教材をどう充実させるか」という課題を解決するために，今回は新

聞の切り抜き（人物）を持ってくる予習学習を仕組んだ．
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実際に共同研究者間で教材の模擬実践を行ったところ，大人でも「すごく考えながら切り

抜いた」「黙々と没頭してしまう」「なぜこれを切り抜いたのか話したくなる」活動であった．

平岩小中学校の実践においても，切り抜いた写真（エピソード）を持ち寄った状況から授業

がスタートしたことで，導入から，活発に話し合う子どもたちの姿を見ることができた．

平岩小中学校の実践を通して，反転授業が言語活動を充実させることと，ダンスの反転授

業における新聞記事（メディア）活用の有効性を示すことができた．

授業アドバイザー（高橋）のフォローアップを以下に示す．

スポーツやスポーツ選手を模倣する活動に関心を示す子ども，プロジェクターの光（照明）

で区切られた空間とそこにどのように存在するかに関心を示す子ども，光と影の面白さに関

心を示す子ども，光の中での友だちとの関係性に関心を示す子ども，光の中への入り方・光

の外への出方に関心を示す子ども，ことばを越えたからだが語る世界に関心を示す子ども等，

それぞれの児童が，活動に仕掛けられた「何を」おもしろがっているのか，「何に」驚いてい

るのかが，子どもたちの発言（問い，提案）やつぶやき（感想），行動等に現れた授業であっ

た．また，そうした友だちの気づき（学び）や，それが次々起きる過程を，自分と同様にみ

んなも楽しいと感じているそのことが，楽しい・うれしいと，子どもたち自身も先生も感じ

ている（共有）ことが，発言（賛同）やつぶやき，行動等から読み取れる授業であった．

ダンスの技能としては，捻る，曲げる，斜めに立つ等，いろいろな立ち方（存在の仕方）

ができるようになったこと，知識としては，正面を向いて直立するよりも，捻る，曲げる，

斜めに立つと「身体は語る」ことを発見したこと，恥ずかしさは，見られていることを意識

するからで，意識しなければ恥ずかしくないということに気づいたこと等である．そして，

この�つの発見したこと，気づいたことを，さらにいろいろな立ち方を試してみるという積

極的な学びにつなげたことである．

４．おわりに

「創作ダンス」の指導を苦手とする教員が，学校現場には多く存在する．私（野邊麻）の周

りも例外ではなく，指導に自信のある教員は極めて少ないと実感している．よって，指導を苦

手とする教員と，「創作ダンス」をどのように指導すればよいのかについて，話をする機会がし

ばしばあるのだが，その際に感じるのは，指導を苦手とする教員は「創作ダンス」についての
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写真３：芸術表現教材「キュッパの体育館」の授業実践（平岩小中）
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思い込みがあるのではないかということである．

例えば，小学校学習指導要領解説・体育編の「表現リズム遊び」の頁には，「なりきる」とい

う言葉が出てくる．「題材になりきったり」や「そのものになりきって」とは，「周りが見えな

くなるくらい没頭して表現している姿」と思い込んでいる教員がいた．また，「全身で踊る」の

意味については，「体全体を使って激しく大げさに踊る」．「跳ぶ，回る，ねじる，這う，素早く

走るなど」の動きの例示については，どんな題材でもこれらの動きを取り扱わなければならな

い．このような思い込みに，指導を苦手とする教員と話しているとよく遭遇する．全国の学校

現場で指導する教員が，領域・内容の特性を共通理解し，指導しやすくするための解説である

にも関わらず，その捉え方にそれぞれの教員の思い込みがあるとしたら，未だ指導に自信のあ

る教員が極めて少ないことも納得である．上述のような思い込みの要因として考えられるの

は，指導する教員の「創作ダンス」経験の少なさである．そうであるならば，学習指導要領か

ら「創作ダンス」を理解するというのは，遠回りで不確実な方法なのかもしれない．本研究の

冒頭で述べた，振付家・ダンサーと教員が連携したワークショップ型の授業を実施し，教員が

創作ダンスを肌で感じることが最も確実な近道であるし，子どもにとって最善の方法であると

考える．今後，「創作ダンス」離れに歯止めをかける取組としては，「学習指導要領の理解」と

いう入り口ではなく，ワークショップ型授業の実施等，これまでとは違った入り口を提供して

いくことが大切なのかもしれない．

「コミュニケーション能力向上事業」がスタートした2010年�月，劇作家・演出家の平田オ

リザ氏（当時の内閣参謀参与，コミュニケーション教育推進会議の座長）が，試行中の「コミュ

ニケーション能力の向上事業」についてコメントしている「青年団」のHP
（11）を検索したこと

が，本研究の発端となっている．2008年に，舞踊学研究室のメンバーとアートNPO法人を立ち

上げたこともあり，そのコメントの「セミプロレベルで活動を続けたい劇団が活用できる新し

い制度」という一文に興味をそそられたが，それ以上に興奮した一文が，「演劇，ダンス等の表

現手法を用いた，計画的で継続的なワークショップを実施する取組」であった．これで，「コミュ

ニケーション能力」あるいは「ワークショップ」という文言が踏み板となり，これまでは創作

ダンスに興味・関心を示さなかった，あるいは示す必要性を強く感じていなかった教員が，身

体表現や創作ダンスに目を向ける・向けざるを得なくなるのではないか．あるいは，リズム系

のダンス一辺倒になりつつある教育現場において，創作ダンスの特性を再認する教員が増える

のではないか．そうした時に，これまでのダンス教材と差別化を図った，あるいはコミュニケー

ション能力の向上に資する仕掛けをプラスした芸術表現教材の充実が必要となる．これが，本

研究の背景であった．

平成28年度からは，「外部講師（芸術家等）の活用」という観点から実践研究を行い，芸術表

現教材の開発を継続する．
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